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「
か
つ
て
は
高
梨
沙
羅
選
手
や
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
葛
西
紀

明
選
手
ら
が
練
習
し
た
台
で
も
あ
り
ま
す
」
と
名
寄
振
興

公
社
社
長
の
橋
本
正
道
・
名
寄
市
副
市
長
は
胸
を
張
る
。

同
公
社
は
道
北
一
を
誇
る
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟（
Ｓ
Ａ
Ｊ
）

公
認
ピ
ヤ
シ
リ
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
擁
す
る
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー

場
や
、
な
よ
ろ
温
泉
サ
ン
ピ
ラ
ー
（
34
部
屋
）
を
管
理
運

営
し
て
い
る
。
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
道
内
で
は
唯
一
ミ
デ
ィ
ア

ム
ヒ
ル
（
Ｋ
点
65
メ
ー
ト
ル
）
と
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
（
Ｋ
点

90
メ
ー
ト
ル
）
を
併
設
し
、
と
も
に
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
対

応
施
設
。
さ
ら
に
人
工
降
雪
機
付
き
で
専
用
リ
フ
ト
も
完

備
し
て
い
る
。
今
季
も
冬
季
ジ
ャ
ン
プ
の
国
内
開
幕
を
飾

る
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
第
52
回
ピ
ヤ
シ
リ
ジ
ャ
ン
プ
兼
第
59
回
北

海
道
新
聞
ジ
ャ
ン
プ
大
会
が
１
６
０
人
弱
の
選
手
が
参
加

し
て
見
事
な
ジ
ャ
ン
プ
を
披
露
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
に
は
国
際
ス
キ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ

Ｓ
）
公
認
コ
ー
ス
が
３
本
あ
る
ほ
か
、
シ
ャ
ン
ツ
ェ
傍
に

は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
） 

公
認
の
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
全
国
屈
指
の
雪
質
を
思
う
存
分
に
満
喫
で
き
る
」
と
今

や
海
外
に
も
名
寄
ス
キ
ー
場
フ
ァ
ン
が
い
る
と
い
う
。

　

市
は
「
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
」
と
位
置
付
け
、
同
公
社

は
昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
中
学
生
以
下
の
リ
フ
ト
利
用
料
無
料

化
や
幼
児
向
け
の
「
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
」
開
設
で
底
辺
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。「
昨
季
の
リ
フ
ト
利
用
は
市
町
の
家

族
連
れ
で
前
年
度
よ
り
も
２
割
増
と
な
り
ま
し
た
」
と
い

い
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
ス
キ
ー
合
宿
の
誘
致

に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

名
寄
は
も
ち
米
生
産
で
も
有
名
だ
。
市
町
村
別
作
付
面

積
は
日
本
一
。
質
の
高
さ
で
も
ピ
カ
一
で
、
旧
名
寄
地
区

（
２
０
０
６
・
３
・
27
名
寄
市
と
風
連
町
合
併
）
の
も
ち

米
は
お
伊
勢
さ
ま（
三
重
県
伊
勢
市
）の
名
物
菓
子「
赤
福
」

の
原
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
た
旧
風
連

地
区
で
起
業
、
発
展
し
た
の
が
現
在
の
道
の
駅
「
も
ち
米

の
里
☆
な
よ
ろ
」。
１
９
８
９
年
に
旧
風
連
の
農
家
７
戸
で

「
雇
用
創
出
や
付
加
価
値
ア
ッ
プ
」
を
目
指
し
、
も
ち
米
加

工
を
始
め
た
。
４
年
後
に
有
限
会
社
を
設
立
（
２
０
０
６

年
株
式
会
社
化
）、
翌
年
か
ら
国
道
40
号
線
沿
い
に
店
舗
を

構
え
、
そ
れ
を
移
転
さ
せ
て
08
年
に
は
道
の
駅
と
な
っ
た
。

　

業
務
用
丸
め
餅
や
切
り
餅
を
は
じ
め
、
ソ
フ
ト
大
福
や

ク
リ
ー
ム
大
福
な
ど
を
生
産
、
販
売
。
今
年
は
山
形
県
鶴

岡
市
と
の
姉
妹
都
市
25
周
年
記
念
で「
山
形
庄
内
ず
ん
だ
」

も
商
品
化
し
た
。
佐
藤
勝
営
業
部
長
は
「
会
社
の
構
成
農

家
は
４
軒
と
減
っ
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
『
日
高
晤

郎
シ
ョ
ー
』
な
ど
マ
ス
コ
ミ
や
市
民
ら
の
応
援
で
苦
労
し

な
が
ら
も
今
日
の
評
価
を
得
て
い
る
」と
述
懐
し
て
い
る
。

　

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
は
北
国
博
物
館
の
傍
に
置
か
れ
て
い

萩 本 和 之

名寄市

秀逸なジャンパーや
超高品質もち米を“産出”

もち米加工品がずらりと並び、「行ってよかった『道の駅』ベス
ト10」（北海道じゃらん）で第１位にも輝いたことがある「もち
米の里☆なよろ」。「北海道産業賞」も受賞するなど「もち米の名
寄」を全国に発信している
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る
Ｓ
Ｌ
排
雪
列
車
「
キ
マ
ロ
キ
」。
豪
雪
地
帯
の
鉄
路
を

守
る
た
め
雪
を
40
メ
ー
ト
ル
近
く
飛
ば
し
な
が
ら
走
る
雄

姿
が
し
の
ば
れ
、
５
両
編
成
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
は
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
。
道
外
の
Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
も
数
多
く
訪

れ
、
吉
田
清
人
館
長
は
「
北
国
の
生
活
ぶ
り
や
歴
史
を
紹

介
し
た
館
内
展
示
品
と
併
せ
て
観
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

　

も
う
一
つ
有
名
な
の
が
星
空
の
美
し
さ
だ
。
そ
れ
に
魅

せ
ら
れ
た
故
木
原
秀
雄
氏
（
元
名
寄
高
校
教
諭
）
が
開
設

し
た
私
設
天
文
台
を
も
と
に
新
設
さ
れ
た
の
が
市
立
天
文

台
「
き
た
す
ば
る
」
だ
。
直
径
10
メ
ー
ト
ル
の
ド
ー
ム
式

の
観
測
室
に
は
公
開
天
文
台
と
し
て
は
国
内
２
番
目
の
大

き
さ
の
口
径
１
・
６
メ
ー
ト
ル
の
ピ
リ
カ
望
遠
鏡
（
北
海

道
大
学
設
置
）、
屋
外
に
は
口
径
50
セ
ン
チ
の
反
射
式
望

遠
鏡
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

＜

は
ぎ
も
と　

か
ず
ゆ
き
・
元
札
幌
国
際
大
学
教
授＞

ミディアムヒル（Ｋ点65メートル）とノーマルヒル（Ｋ点90メートル）が併設されているピヤシリシャンツェ。冬のジャ
ンプ大会の国内開幕を飾るピヤシリ兼北海道新聞社杯や吉田杯が行われている

北
国
博
物
館
の
傍
に
置
か
れ
て
い
る

Ｓ
Ｌ
排
雪
列
車
「
キ
マ
ロ
キ
」。
１

９
７
６
年
に
当
時
の
国
鉄
か
ら
無
償

貸
与
さ
れ
、
市
民
の
手
で
保
存
さ
れ

て
き
た
＝
写
真
は
同
博
物
館
提
供

昼
夜
を
問
わ
ず
天
体
観
測
を
し
て

い
る
口
径
50
セ
ン
チ
の
望
遠
鏡
、

愛
称
「
き
た
て
ら
す
」。
天
文
台

「
き
た
す
ば
る
」
に
は
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
も
完
備
し
て
い
る


